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概観 

• 1. はじめに 

• 2. 対話能力の現状 

• 3. 授業での試み 

–対話型活動 

–活動の評価 

• 4. 今後の課題 
• イラストは以下から http://www.irasutoya.com/ 
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1. はじめに 

• 専門：言語テスティング研究 

• ペア・グループで、英語で議論を行う 

• 思考力・判断力・表現力、主体性・多様性
・協働性の中で、表現力を特に伸ばす 

• ICTの活用：ICレコーダー (digital voice 

recorder) での録音・再生、ビデオ録画 

• 評価方法：教員による評価、学生による
自己・相互評価 
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コミュニケーション能力  
(Celce-Murcia, 2007) 

• 言語能力 (文法・語彙・発音等) 

• 談話能力 (2文以上を理解・産出) 

• 方略能力 (問題を解決、計画・評価) 

• 社会文化的能力 (状況に合わせた表現使用) 

• 定型表現に関する能力 

• 対話能力 (やり取りの中で言語でどう伝
えるか。例：会話を開始・終了する、相手
と協力して会話を発展させる、説得する) 
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CEFRでの「やり取り」の記述例 
• 欧州評議会による共通参照のための枠組み(Common 

European Framework of Reference for Languages; 

Council of Europe, 2001, 2017)  

• 非公式な議論：B2：よく知った文脈で積極的に議論

に参加できる。コメントし、意見を明確に述べ、別な
提案を評価し、仮説を作って対応できる。B1：自分
の信念・意見・賛成と反対を丁寧に述べられる 

• 公式な議論：B2：型にはまった・はまっていない議論
に積極的に参加できる。B1: 自分の意見を明快に
述べられるが、討論に参加することは難しい 

• 次期学習指導要領から、外国語の領域に入る：聞く
こと、読むこと、話すこと (やり取り)、話すこと (発表)

、書くこと 
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学習者間のやり取り  (インタラクショ
ン) の学習への利点 (佐藤, 2017) 

• 学んだ知識をアウトプットし、知識を修正する
機会が増える。コミュニケーション能力の増進 

–コミュニケーションでの問題が起きた時に、
フィードバックを受け、発話を修正しやすい 

–最近接発達領域 (Zone of Proximal 

Development) において、足場かけ 

(scaffolding) を受け、学習が進みやすい 

–お互いを助け合う関係のあるグループでは
協力的なやり取りが起こりやすく、学習が
進みやすい 
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2. 対話能力の現状：日本語で 

• 意見が違った時の対応 (2016年) 

• 「なるべくことを荒立てないで収めたい」
61.7% (増加傾向)、「納得がいくまで議論
したい」24.9% (国語に関する世論調査、2017年

9月22日読売新聞第13面) 

• 分担を決めた後に、別な人が担当と異な
る分野を調べたとき、注意を促す (正解：
13.7%) より、褒める回答が多い (平均
17.5%) (PISA・協同問題解決能力調査、15歳対象

、2015年) 
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2. 対話能力の現状：英語で  
(Koizumi, In’nami, & Fukazawa, 2017) 

• 日本人大学生に向けたペア型対話テスト 
(11個タスク。ロールプレイ・議論) 

• テストで使った機能を分析 
– 反対する15%  説得する10%   

– 会話を修復する19%   

– 相手の発言に関連して述べる17% 

• グループ活動をしていると対話 (実質的
な意見交換) が起こるように思えるが、そ
うでもない。意識的な指導・評価が必要 
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3. 授業での試み：対話型活動 1/6 
• 工夫1：意図的に意見の対立を組み込む 

• AとBという逆の立場の英文を読む・聞く 

• 「～について話しなさい」 
–ある意見が出ると、他の学生は同意して終わって
しまう。別意見を出すとしても、相手が言ったこと
にあまり触れずに自分の意見を述べるだけ 

• ⇒「～について、1人がA、2～3人目がB

の立場です。5分以内にAかBのどちら
がよいかを話し合って決めなさい」 
–説得・すりあわせが必要になる 
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3. 授業での試み：対話型活動 2/6 
• 工夫2：対話で使える表現の使用を推奨
する 

• 表現を自然に使っている会話を聞く・読
む。表現の確認・練習 
– Excuse me. What do you mean by “a few”? 

– Can you give me an example of …? 

– Actually, I think you mean … 

– I’m afraid I disagree because …. 

• (時間があれば、事前でなく、課題を行っ
た後に、表現確認する方がよい) 
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3. 授業での試み：対話型活動 3/6 
• 2～3グループを作成 

• 課題「～について、1人がA、2～3人目がBの
立場です。 5分以内にAかBのどちらがよい
かを話し合って決めなさい。提示した表現を (

できるだけ、1つ、または、3つ） 使って話しな
さい」 

• 各グループにICレコーダーを渡して録音。名
前を言ってスタート 
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3. 授業での試み：対話型活動 4/6 
• 扱ったトピック例 (英語で内容も学びつつ、英語も学ぶ; 

一部、Naganuma, Nagai, & O’Dwyer, 2015を改変) 

• What do you do when you catch a cold? Do you 

think cold medicine is effective? Why/Why not?  

• There are positive and negative points of social 

networking. Do you think it has more positive 

effects on our life? Why/Why not?  

• What are the good and sustainable ways to do 

health practices while reducing the health risks 

these practices may cause? (hiking, swimming) 

• Would you give or not give money to GiveDirectly 

considering its positive and negative aspects? 
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3. 授業での試み：対話型活動 5/6 

• 活動中に、学生のやり取りを聞き、上手く
いっていない場合には助言 

• 5分後に、AとBのどちらの結論になった
かとその理由を挙げる。良い論点・表現
の共有 

• (自分の録音を聞きながら、会話を書きだ
す。参考になる議論の例を聞く) 

• 使った表現や内容で、改善すべき点を修
正 (再度、別ペアで会話) 
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3. 授業での試み：対話型活動 6/6 
• 結果： 

• ○立場の割り当てによって、相手の発言
に対して意見を述べることが増えた 

• △すぐに妥協して相手に合わせる学生も
いる。自分の立場の主張の時間と、その
後の話し合いの時間に分ける方法はある 

• △表現の提示だけでは議論方法が身に
付かない。別なトピックで、ライティングも
取り入れながら、繰り返し行う必要あり 
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3. 授業での試み：活動の評価 1/5 

• 工夫1：評価基準（ルーブリック）を学生と共有 
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3. 授業での試み：活動の評価 2/5 

• 工夫1：評価基準を学生と共有 

• CEFR B1: 身近な事柄の利点や欠点、
問題の解決策について、個人的見解や
意見を述べたり、尋ねたりすることがで
きる 

• Can-do & Goal 

• 楽にできる✔ ✔ なんとかできる✔ 
• (Naganuma et al., 2015) 
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3. 授業での試み：活動の評価 3/5 

• 工夫2：多面的な評価。
互いに共有、すりあわせ 

• 自己評価・相互評価 

• 教員による評価： 

• ①数グループを呼び出し
て会話を目の前で行わ
せる (直後にフィードバック) 

• ②授業での録音を、後で
聞いて採点。結果返却 

 

 

 

 

 

 

 

17 



3. 授業での試み：活動の評価 4/5 

• 工夫2：多面的な評価。互いに共有、す
りあわせ 

• 教員による評価： 

• ③定期テストでペア型対話テスト実施 (別室
で実施。ビデオ録画。その場で採点。可能な
らば直後にフィードバック。一部再度採点) 

• 対話能力をより測れる形式。統制がゆるいた
めに、対等な力関係での会話が引き出せる。
一方で、他の受験者の性格などの要因の影
響を受けやすい (Ockey & Li, 2015) 
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3. 授業での試み：活動の評価 5/5 

• 結果：○自己・相互評価では、自分の発言と
議論を振り返る機会になる。教員のフィード
バックにより、気づいていない面に気づける 

• ○ Can-do & Goal：現在の位置と次の目標
を認識できる 

• △個別のフィードバックの回数は限られる。
系統的に全員が定期的に、教員からのフィ
ードバックを受けられるような計画が必要。
録音を蓄積するポートフォリオの効果的活
用が必要 
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4. まとめ 

• ペア・グループで、英語で効果的な議論
を行う (目標：表現力を特に伸ばす) 

• ICTの活用：ICレコーダー 、ビデオ 

• 指導上の工夫：意図的に意見の対立を
組み込む。対話で使える表現の使用を
推奨する 

• 評価上の工夫：評価基準を学生と共有。
多面的な評価を意図 (教員評価、自己・
相互評価) 
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